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7. 情報発信 

7.1 フォーラムの概要 

○概要 

「国際物流戦略チーム」では、国際物流の効率化を通じた関西経済の活性化を目指し取り組みを

進めるとともに、新たな施策の検討・立案を進めている。 

今般、国際物流戦略チームにおける検討成果について、広く一般に報告するとともに、国土形成

計画などの新たな動きも踏まえながら、専門家の方々に議論をいただき、更なる国際競争力強化に

ついて考えることを目的として開催。 

 

○主催：国際物流戦略チーム 

 

○日時・場所 

平成 19 年 3 月 2 日（金）  14：30～17：00 

ハイアット・リージェンシー・オーサカ リージェンシーボールルーム （大阪市住之江区南港北） 

 

○参加者 約 260 名 （プレス 10 社） 

 

○構成 

・基調講演  「国土形成計画と国際物流」 

小野 憲司 国土交通省国土計画局 計画官 

・報告１   「国際物流戦略チームの取り組みについて」 

国際物流戦略チーム事務局 （片桐 正彦 近畿地方整備局副局長） 

・報告２   「海外港湾空港の戦略調査～上海・香港・深圳～」 

林 克彦 流通科学大学商学部 教授 

・報告３   「環日本海交流における舞鶴港の可能性」 

三橋 郁雄 （財）環日本海経済研究所 特別研究員 

・報告４   「地域資源を活かした日高港の活性化に向けて～紀州材・大連・日高港」 

吉田 擴 御坊商工会議所 会頭 

・総合討論  テーマ「広域連携を通じた国際競争力強化」 

総合司会： 黒田 勝彦 神戸市立工業高等専門学校長 

（黒田先生欠席のため代理：片桐 正彦 近畿地方整備局副局長） 

○主な内容 

＜総合討論＞ 

・関空の完全 24 時間化を活かした航空貨物の推進、国際物流拠点の構築、2 期島内の用地を活用

した総合物流拠点の構築、アジアゲートウェイとしての航空規制緩和とコスト削減を行い、関空

の利用促進をすべき。 

・高度な物流施設の整備など、港湾ロジスティクスハブを実現する産業競争力強化ゾーンの設置を

提案する。 

・港湾管理者の統合を前提とせずに、大阪湾があたかも一つの港として機能するような、ポートオ

ーソリティーという旗を掲げて取り組んでいくべき。 
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・港の競争力強化に向けては、その港の優位性を引き出すべき。特に舞鶴港においては、モノとヒ

トの流れ両面から国際フェリーの就航に向けて取り組むべき。 

・国際物流に関する研究機構を関西に設置し、関西における国際物流の司令塔の役割を果たすべき。 

・大阪湾諸港の港湾管理者が連携して、共同ポートセールスを実施すべき。 

・関西に国際物流に関する研究機関があるべきであるが、単なるシンクタンクではなく、実行もす

る Think & Do タンクの実現を目指すべき。 

・大阪港において、コンテナヤードが足りていない。夢洲に大規模な物流ゾーンの整備を望む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<会場全体風景> <主催者あいさつ> 

約260人が参加 布村 近畿地整局長による 
主催者あいさつ

小野 国土計画局計画官による 
基調講演 

片桐 近畿地整副局長による
報告 

林先生による報告 

<基調講演> <報告１> <報告２> 

<報告３> <報告４> 

三橋 特別研究員による報告 吉田 会頭による報告 会場からの質疑の様子 

<総合討論> 

上村先生からの発言 本田先生からの発言 辻本先生からの発言 
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7.2 基調講演及び報告 

7.2.1 基調講演「国土形成計画と国際物流」 
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